
 

令和５年１０月３１日 

 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査及びこどもアンケートの実施ついて 

 

１ 目的 

子どもの保護者を対象に、幼児期の学校教育・保育、地域子ども・子育て支援事業等の利用状況及

び将来の利用希望や、子どもや保護者の生活実態等を調査し、子ども・子育て支援に関するニーズを

把握する。 

また、令和５年４月に施行された「こども基本法」において、「こども関連施策を策定するに当たっ

てこども等の意見を反映するために、必要な措置を講ずるものとする」と規定されたことを踏まえ

て、１８歳未満のこどもを対象に、こどもの現状や行政への意見を把握するため、新たに「こどもア

ンケート」を実施する。 

 

２ 調査の概要 

 ⑴ 子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

ア 実施時期 

令和５年１１月末頃発送、１２月下旬頃回収（予定） 

 

イ 調査対象者（広島市住民基本台帳より無作為抽出） 

就学前児童（０歳～５歳）のいる世帯  約８，０００件 

就学児童のいる世帯（６歳～１１歳）  約５，５００件 

 

ウ 調査方法 

郵送による無記名自記式アンケート調査 

 

エ 調査項目（予定） 

  ≪項目設定の考え方≫ 

   設問に対する回答の経年変化を把握するため、原則として、平成３０年度調査の項目と同様

とし、令和５年９月２０日に国から発出された「第三期市町村子ども・子育て支援事業計画に

おける「量の見込み」の算出等の考え方」（以下、「第三期手引」という。）において示され

た設問の修正や、各主管課への照会結果を踏まえ、必要な追加・修正を行った。具体的な追加

及び修正は別紙のとおり。 
 

   調査項目 
質問数 

就学前児童 就学児童 

子どもと家族の状況 ８ ８ 

子どもの育ちをめぐる環境 ５ ５ 

保護者の就労状況 ４ ４ 

日中の定期的な教育・保育事業の利用状況 ２  

土・休日・長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 ２  

病児・病後児保育の利用状況 １ １ 

不定期の教育・保育事業（一時預かり等）の利用状況 ３ ３ 

放課後等の居場所 ４ ５ 

子どもの遊び場 ３ ３ 

地域子育て支援拠点事業等の利用状況 ３  

育児休業制度 １  

子育てに関する悩みや不安感 ５（２） ５（２） 

子育てしやすい社会をつくるための行政の役割 ４ ５ 

計 ４５（４２） ３９（３６） 

     ※（）内は H30 年度調査の設問数 

資料１ 



 

 

⑵ こどもアンケート 

  今後のこどもの意見聴取の仕組みづくり、こどもの居場所づくりの基礎資料となるデータを収集

することを主目的として新たに実施する。 

  

ア 実施方法 

    ⑴の就学児童のいる世帯（６歳～１１歳）のニーズ調査にこどもアンケートを同封して実施す

る。兄弟姉妹を想定し、こどもアンケートは３部同封する。 

  

 イ 調査対象 

    市内に居住する１８歳未満のこども 

 

  ウ 調査方法 

    郵送による無記名自記式アンケート調査 

 

  エ 調査項目（予定） 

         今後、こども施策を推進する上で必要となる「こどもの意見聴取」や「こどもの居場所づく

り」に関する現状など、基本的な事項を中心に作成した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査項目 設問数 内容 

基礎情報 ３ 居住区、年齢、性別 

悩みごとの相談状況 ５ 相談相手または場所があるか、あれば誰またはどこか 

無い場合は、なぜ無いのか、どのようなものであれば相談しや

すいか 

こどもの意見聴取 １ 意見聴取の適切な方法、媒体について 

こどもの居場所 ８ 居場所があるか、あればどのような場所か 

無ければどのような場所があれば良いか 

生活満足度 １ 現在の生活に対する評価 

行政への意見 ２ 国や自治体が取り組むべきこと、自由記述 

計 ２０  



 

 

 

H３０年度調査からの新規追加項目及び修正項目 

 

１ 新規追加項目 

⑴ 放課後等の居場所（就学児童の保護者票） 

 

 

 

⇒ 放課後児童クラブを利用したい人の家庭状況を把握し、今後に役立てるため設問を追加  

 

⑵ 子育てに関する悩みや不安感（両調査票） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 子育てに関する情報の入手経路及びどのような情報が欲しいか、今後はどのように情報を知りたい

かなど、基本的な事項を把握し、今後の広報に役立てるため追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問37

　１　市役所や区役所の窓口・電話 ２　市のホームページ

　３　市の発行する広報誌（市民と市政） ４　ひろしま子育て応援アプリ「母子モ」

　５　広島市あんしん子育てサポートサイト「ひろまる」 ６　SNS

　７　民間企業のウェブサイト ８　友人・知人

　９　その他（                                                                  )

問38

　１　市役所や区役所の窓口・電話 ２　市のホームページ

　３　市の発行する広報誌（市民と市政） ４　ひろしま子育て応援アプリ「母子モ」

　５　広島市あんしん子育てサポートサイト「ひろまる」 ６　SNS

　７　民間企業のウェブサイト ８　友人・知人

　９　その他（                                                                  )

問39

　１　教育・進路に関する情報 ２　行政の子育て支援に関する情報

　３　地域の子育て支援に関する情報 ４　子育ての悩みや不安の相談に関する情報

　５　夜間や休日に受診できる医療機関の情報 ６　子どもの遊び場に関する情報

　７　子どもの発達や健康に関する情報 ８　その他（　　　　　　　　　　　　　）

　９　特になし 　　　  　

子育てに関する情報について、普段どこから入手することが多いですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ
てください。

今後、どこから子育てに関する情報を知りたいと考えますか。最もあてはまる答えの番号１つに○をしてくださ
い。

子育てに関して、特に知りたいと思う情報は何ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。

問23-３

　週

お子さんと同居する18歳以上75歳未満の家族全員が、就労により自宅を不在にするなど、午後5時頃まで
お子さんをみることが困難な、週当たりの日数を□内に数字でご記入ください。

　　　日くらい

別紙 



 

 

 

２ 修正項目 

 ⑴ 不定期の教育保育事業（一時預かり等）の利用状況（両調査票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 放課後等の居場所（就学児童の保護者票） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 活動内容の評価を行うことで、今後の活動内容の検討に役立てるため、「ケ 活動内容」を追加 

 

 

 

⇒ 一時預かり等の利用希望について、育児疲れや育児不安などの理由による利用希望を適

切に把握するため修正（第三期手引に基づく修正） 

 

問24

　1　利用したい 計 日

（内訳） 日

日

　ウ 不定期の就労 日

エ 保護者や家族の育児疲れ・不安 日

オ 保護者や家族の病気 日

　エカ　その他（　　　　　　　　　） 日

　2　利用する必要はない

　イ 冠婚葬祭、学校行事、
　　 子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

宛名のお子さんについて、私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、親の通院、不定期の就労等の目的
で、年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について、あてはま
る答えの番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数（おおよそ）と目的別の内訳を□内に数字でご
記入ください。

　ア 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や
　　 親の習い事等）、リフレッシュ目的

問22-1

項　目 満　足
まあまあ

満足
どちらで
もない

やや不満 不　満

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5コサ　総合的な評価

キ　安全対策

ク　衛生対策

ケ　活動内容

ケコ　開設時間

ア　施設・環境

イ　指導員等の配置状況（人員体制）

ウ　子どもへの接し方

エ　病気やケガのときの対応

オ　保護者への情報伝達

カ　保護者の要望・意見への対応

利用している放課後児童クラブに対してどのように感じていますか。それぞれの項目について、
1～5の中から1つずつ選んで○をつけてください。



 

⑶ 子育てしやすい社会をつくるための行政の役割（両調査票） 

   

   ⇒ 保護者のニーズをより的確に把握するため、手当の給付などの経済的支援と、保育料等の負担軽

減策に細分化 

 

 

 

 

 

 

問4043

　２　多様な保育サービスの充実や、放課後児童に対する施策の充実

　３　安心して出産や子育てができる医療サービスの充実

　８　保育料・教育費や医療費の負担軽減

　１　労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　４　子育てについて相談できる機関やサービスの充実

　５　公営住宅や遊び場・公園の整備など、子育てしやすいまちづくり

　６　遊び・スポーツ・文化活動など、子どもの学校外活動の充実

　７　子育て世帯への手当や補助金の拡充などの経済的な支援の充実

子育てしやすく、子どもが健やかに育つ社会をつくるために、国や市などの行政に何を期待します
か。主なものを3つまで選んで○をつけてください。

　９　男女でともに子育てをすることについての意識啓発

１０　子どもを犯罪や事故から守る安全・安心な環境づくり

１１　子どもの有無に関わらず、すべての市民が子育てを支える仕組みづくり
　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１２　日中、家庭で子育てをしている（保育園等を利用していない）世帯への支援の充実
　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１３　その他
　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


